
豊
州
天
徳
軍
の
位
置
に
つ
い
て

和

田

清

　
豊
州
天
徳
軍
節
度
使
は
遼
金
の
時
代
に
今
の
内
蒙
古
の
西
南
邊
に
麗
か
れ
た
一
大
毒
血
で
、
殊
に
帯
代
に
於
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

「
時
此
慮
に
西
南
路
招
獄
司
と
い
ふ
も
の
ま
で
設
け
て
、
此
の
方
面
一
帯
の
控
糊
に
充
て
た
程
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
随

っ
て
そ
の
因
革
の
始
末
鐘
史
喬
慈
善
西
京
道
・
金
史
鴎
二
地
理
志
西
京
路
の
舞
に
頗
・
詳
に
見
え
、
元
史
醗
地

理
志
大
同
路
の
條
に
も
梢
々
簡
直
な
記
述
を
存
し
て
み
る
。
蓋
し
塞
北
に
根
糠
を
有
し
た
遼
金
二
朝
に
取
っ
て
は
、
既

の
地
は
恐
ら
叢
も
肝
饗
ゑ
難
で
あ
っ
た
璽
毒
毒
し
豊
代
に
至
つ
轟
轟
形
勢
薄
薄
嵩

じ
て
、
そ
の
要
害
の
重
大
さ
も
幾
分
減
じ
た
も
の
な
の
で
あ
ら
う
。
し
か
も
明
の
時
ま
で
は
、
前
代
の
除
勢
で
、
豊
州

の
名
も
時
に
顯
は
れ
た
が
、
次
ぎ
の
清
代
に
及
ぶ
と
．
途
に
全
く
そ
の
名
は
磨
滅
し
て
聞
え
す
、
そ
の
結
果
は
や
が
て

所
謂
豊
州
の
地
が
果
し
て
冷
の
何
露
に
興
る
か
の
見
當
さ
へ
も
附
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
一
し
て
例
へ
ば
大
壷
統
晶
帯
舗
灘
化
の
難
の
如
き
も
甚
だ
曖
昧
で
、
或
は
左
の
如
克
え
、

　
豊
州
男
心
。
今
聾
心
托
城
、
師
遼
豊
州
地
、
餌
壷
定
量
満
地
、
遼
置
豊
州
天
徳
軍
、
治
富
民
縣
，
薦
西
京
道
。
金
因
之
。
元
軸
元
四
年
、

　
省
縣
入
州
，
属
大
同
路
。
明
初
慶
。
大
同
府
志
、
豊
州
富
民
滞
在
麿
西
北
五
百
里
、
近
覇
薦
海
。

郎
ち
問
題
の
豊
州
故
城
を
以
て
、
托
克
托
（
円
。
讐
8
）
即
ち
今
の
黄
河
と
黒
河
と
の
會
流
黙
の
托
克
托
縣
城
の
地
に
擬
定

　
　
　
　
樽
…
州
天
穂
軍
の
禁
鳥
に
つ
い
て
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
一
入
五



　
　
　
　
糊
品
鰯
川
天
徳
軍
・
の
聖
裁
に
つ
い
て
　
　
（
和
蟹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
∴
一
巻
　
　
第
二
㎜
號
　
　
　
…
富
川
耕

し
て
み
る
か
の
や
う
に
も
取
れ
る
。
さ
う
か
と
思
ふ
と
、
或
は
ま
た
直
に
右
の
下
文
に
駆
け
て
「
按
遼
金
時
豊
州
在
今

鐘
化
城
地
、
云
々
」
と
日
ひ
、
2
4
に
そ
の
豊
州
と
同
時
に
並
存
し
た
東
勝
州
故
城
の
こ
と
を
蓮
べ
て
「
在
托
克
托
城
地

黄
河
東
岸
、
…
…
：
按
故
城
在
蹄
化
城
西
南
一
百
四
十
六
里
、
湖
十
河
朔
寺
口
、
郎
今
之
托
克
托
城
也
」
等
と
あ
る
の
か

ら
見
る
乏
、
今
の
托
克
托
城
の
地
は
邸
ち
蓬
金
時
の
東
朝
州
故
城
の
遣
鮭
で
、
豊
州
故
城
の
腰
趾
は
之
を
刷
に
今
の
館

化
城
の
方
面
に
で
も
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
、
や
う
で
も
あ
る
。

　
さ
れ
ば
故
箭
内
博
士
の
如
き
も
、
姑
く
そ
の
説
に
從
っ
て
、
時
に
或
は
之
を
托
克
托
と
し
（
蒙
古
史
研
究
一
四
五
頁
）
、
時
に
或
は
婦

化
城
と
定
め
（
同
上
六
五
四
頁
）
、
ま
た
或
は
元
塞
六
地
理
志
河
源
附
録
に
引
い
た
憲
本
の
黄
河
水
流
の
説
明
中
に
、
黄
河
陰

嵩
の
西
部
姦
州
轟
ん
で
ゐ
・
の
に
些
し
て
養
鑑
・
金
三
朝
の
雪
天
讐
L
は
「
州
と
し
壷
金
蓋
三

州
と
呼
ば
れ
≒
其
の
位
置
は
黄
河
の
最
北
部
と
陰
山
と
の
罪
な
る
・
と
」
を
も
主
張
せ
ら
れ
た
（
同
上
五
六
一
一
二
頁
）
。
別
に
習

博
士
も
嘗
て
「
西
遼
建
國
の
始
末
」
（
艘
琳
一
）
を
考
へ
ら
れ
た
晴
に
偶
々
こ
の
問
題
に
鰯
れ
、
張
穆
の
蒙
古
雲
母
記
麗
の
繹

説
に
誤
ら
れ
て
、
遼
代
の
豊
州
を
以
て
今
の
包
頭
の
西
北
方
面
に
擬
倒
せ
ら
れ
元
こ
と
が
あ
る
◎
蓋
し
…
口
に
豊
州
天

徳
軍
と
は
云
ふ
も
の
、
爾
者
は
必
ず
し
も
常
に
同
一
地
で
は
な
く
、
遼
金
元
代
に
於
い
て
も
そ
の
天
徳
軍
だ
け
は
大
抵

此
の
方
面
、
帥
ち
黄
河
の
河
北
。
陰
山
の
山
南
の
地
方
に
あ
っ
た
こ
と
後
に
論
ず
る
如
く
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
此
の
種

の
誤
解
を
生
す
る
遠
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
細
腕
以
後
の
豊
州
そ
の
も
の
、
位
鐙
は
官
ら
別
個
の
地
方

で
、
決
し
て
か
、
る
方
面
で
は
な
か
つ
旋
。



　
先
づ
第
一
に
逡
史
地
理
志
の
本
文
に
よ
る
と
v
豊
州
に
は
「
大
盤
礫
・
九
十
九
泉
・
没
越
礫
・
古
愚
母
・
青
塚
師
王
町
君

墓
辱
が
あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
そ
の
青
塚
は
今
の
離
化
城
南
二
＋
支
里
の
所
に
あ
る
一
大
右
家
で
、
大
鐘
統
轟
覆

縢
欝
も
之
を
爾
し
て
左
の
如
≦
の
る
。

　
青
塚
。
在
蹄
化
城
南
二
十
里
、
蒙
古
名
識
木
爾
華
語
虎
。
通
典
、
金
河
謡
講
王
昭
需
墓
。
遼
実
地
理
志
、
豊
州
有
青
塚
、
三
王
昭
君
墓
。

　
大
悶
岡
慌
刑
出
心
、
瀞
撚
明
妃
墓
在
西
肘
西
五
百
田
加
古
豊
州
「
西
仲
ハ
十
田
説
、
塞
草
皆
硲
、
書
画
個
富
川
義
塾
故
名
0
・
：
：
・

ま
た
九
＋
九
泉
は
同
じ
≦
統
志
。
谷
墾
鑛
紅
旗
察
恰
爾
の
條
下
に
「
九
＋
九
泉
泊
、
在
旗
西
北
五
＋
里
、
蒙
古
名
伊
倫

俳
孫
泊
」
と
見
え
る
所
で
、
師
ち
今
の
大
同
の
邊
外
、
雫
温
泉
西
方
の
馬
笠
岡
・
西
螢
子
の
附
近
で
あ
る
こ
と
は
、
別

に
詳
論
す
尋
で
あ
鉾
ζ
綴
濤
の
難
征
謄
黒
い
薄
手
だ
も
「
冨
擁
方
束
些
蕩

五
十
里
、
上
包
九
十
九
泉
、
流
爲
黒
河
」
と
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
所
謂
古
の
磨
豊
州
の
地
が
決
し
て
今
の
包
頭
方
面
で

は
な
く
、
こ
の
九
十
九
泉
に
獲
し
西
に
流
れ
て
黄
河
に
注
ぐ
黒
河
の
流
域
に
あ
っ
て
、
恐
ら
く
今
の
蹄
岩
城
方
面
で
あ

っ
π
こ
と
は
、
ほ
や
想
像
が
出
計
る
。
大
鷲
礫
…
．
・
傍
耳
礫
∵
古
磧
口
は
共
に
詳
で
な
い
が
、
恐
ら
く
或
は
今
の
六
畜
泊
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

沙
陵
湖
・
及
び
露
化
城
北
方
の
山
口
を
で
も
琢
つ
π
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

き
て
今
の
薫
化
城
方
面
の
建
麗
沿
革
に
つ
い
て
は
、
大
筆
統
志
誰
の
所
蓮
が
簡
に
し
て
最
も
要
を
得
て
み
る
。

今
そ
、
の
必
要
な
條
を
摘
録
す
る
と
、
左
の
如
く
、

　
五
代
後
覚
時
寒
湿
，
置
豊
州
天
徳
軍
、
騰
西
京
道
、
金
因
之
、
元
属
大
同
路
、
明
宣
徳
初
、
電
燈
密
雲
川
藻
城
、
設
兵
戊
守
、
後
爲
蒙

　
　
　
　
瞳
棚
川
天
徳
軍
の
位
置
に
つ
い
て
　
　
（
織
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
躍
十
山
ハ
巻
　
　
轄
罪
二
號
　
　
　
一
八
・
七



　
　
　
　
　
朧
州
天
徳
軍
の
猛
舐
に
つ
い
て
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
一
八
八

古
調
、
慕
蕎
、
請
義
離
答
築
城
盛
鰹
、
葉
架
餐
居
。
謂
之
弊
、
麟
蝉
・
霧
聖
灘
、
隆
欝
、
封
諺
籍
頗

　
義
王
、
名
其
城
日
麟
化
。

と
あ
り
、
こ
れ
ら
は
皆
よ
く
歴
代
正
史
の
記
遽
と
吻
合
し
て
誤
な
い
所
で
あ
る
。
就
中
、
明
の
末
葉
に
近
く
、
蒙
古
の

大
尽
順
義
王
贈
答
（
ト
ぎ
巳
が
古
豊
…
州
の
地
に
築
い
て
之
に
居
り
、
そ
れ
が
や
が
て
明
朝
か
ら
名
を
賜
う
て
鰭
化
城
と

呼
ば
れ
た
こ
と
は
、
明
代
の
史
粟
に
隠
れ
も
な
い
事
件
で
あ
る
。
帥
ち
大
明
實
録
に
よ
る
と
、
そ
の
世
父
嘉
靖
三
十
九

年
七
月
奪
還
の
條
に
．
此
の
時
俺
答
西
征
の
虚
に
乗
じ
て
、
大
同
総
兵
官
劉
墨
髭
が
襲
っ
て
豊
州
の
板
升
を
繋
下
し
た

こ
と
を
叙
し
た
中
に
、

　
常
大
同
右
衛
大
副
之
外
、
由
玉
林
樹
霜
豊
北
、
纒
黒
河
二
刀
河
一
、
歴
三
百
蝕
里
、
有
地
日
豊
州
、
崇
山
環
合
、
永
草
甘
美
。
中
國
叛

　
人
丘
冨
・
趙
全
・
李
自
黒
塗
居
之
、
築
城
建
敏
，
構
宮
澱
甚
宏
麗
、
開
良
田
撒
千
頃
、
接
於
添
番
州
、
虜
人
號
日
章
升
、
板
升
者
華
書
城
磁
。

と
云
ひ
、
早
世
隆
慶
四
年
十
二
月
丁
酉
の
條
に
も
、
明
の
叛
人
趙
全
・
丘
富
等
が
俺
答
に
降
り
「
駐
邊
外
吉
豊
州
地
、
屋

居
田
作
、
招
集
中
通
亡
命
、
頗
篠
濫
漫
居
之
、
衆
目
萬
人
、
黒
日
板
升
、
俺
答
授
登
等
、
皆
爲
酋
長
、
云
々
」
と
あ
り
、

更
に
紳
宗
萬
暦
三
年
十
月
鰻
重
の
條
に
は
、
そ
の
後
蹄
順
の
俺
容
が
遣
使
朝
貢
し
て
そ
の
城
名
を
乞
う
た
の
で
、
明
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

之
に
嘉
名
を
賜
う
て
蹄
化
城
と
臼
つ
た
由
が
見
え
て
み
る
。
但
し
こ
れ
で
は
今
の
館
化
城
を
以
て
、
師
ち
古
の
豊
州
故

城
の
遣
鮭
と
す
る
も
の
、
如
く
に
も
取
れ
る
が
、
そ
の
必
ず
し
も
さ
う
で
な
い
の
は
、
前
掲
の
粛
清
…
統
志
に
よ
れ
ば

青
塚
は
今
の
「
蹄
化
城
南
二
十
里
」
で
あ
る
の
に
、
其
慮
に
引
い
た
大
同
府
志
に
は
之
を
「
右
豊
州
西
六
十
里
」
と
あ
る

（　29．　）



の
で
も
明
か
で
あ
る
。
な
ほ
そ
の
大
同
府
志
等
に
は
．
古
豊
州
の
位
置
を
大
同
府
城
よ
り
大
約
五
百
里
と
し
た
の
に
謝

し
、
右
の
撰
録
の
交
面
に
三
百
徐
里
と
あ
る
の
は
、
之
を
大
同
右
衛
の
卓
上
よ
り
遇
算
し
た
爲
め
の
相
違
で
な
け
れ
ば

な
ら
澱
。
何
れ
に
し
て
も
、
か
く
し
て
古
豊
州
即
ち
遼
金
元
以
來
の
豊
州
の
地
が
包
頭
方
面
や
托
克
托
城
附
近
で
は
な

く
、
殆
ど
今
の
蹄
化
城
の
隣
近
な
こ
と
は
ほ
や
推
察
に
鯨
る
の
で
あ
る
。

　
た
や
此
の
方
面
は
水
草
豊
美
な
沃
土
で
あ
っ
て
、
多
く
の
州
縣
の
接
連
し
て
み
た
所
で
あ
る
か
ら
、
僅
に
万
化
城
附

近
と
だ
け
で
は
未
だ
不
満
足
を
免
れ
な
い
。
例
へ
ば
前
述
の
大
清
一
統
志
所
引
の
大
同
府
志
に
よ
れ
ば
、
書
豊
州
は
鶴

化
城
南
二
十
里
の
地
よ
り
東
方
六
十
里
に
當
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
蒼
然
蹄
立
直
の
東
方
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

澱
。
然
・
に
同
じ
垂
誰
に
は
ま
革
嚢
在
薩
拉
電
蒙
翌
冬
克
蘇
薯
蓄
歯
茎
着
流
㈹

會
黒
河
」
と
あ
り
、
必
ず
古
豊
州
の
所
在
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
得
た
に
相
違
な
い
豊
州
灘
は
、
之
を
蹄
化
城
の
西
方
百

除
支
里
の
今
の
察
素
河
の
河
原
に
で
も
當
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
で
も
あ
る
。
こ
の
慶
昧
を
除
く
た
め
に
は
吏
に
一

履
精
密
な
る
考
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
海
。
所
が
幸
な
こ
と
に
は
、
こ
の
豊
州
の
場
合
に
限
り
、
誠
に
恰
好
な
る
確
謹

が
偶
然
に
も
遣
存
磯
見
さ
れ
て
、
そ
の
考
定
を
助
け
て
細
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
恰
好
な
謹
援
と
は
何
か
と

い
ふ
と
、
そ
れ
は
今
の
蹄
化
城
の
東
方
五
十
支
里
許
に
あ
る
一
座
の
萬
部
華
嚴
経
塔
に
外
な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
此
の
塔

の
こ
と
を
最
初
に
最
も
詳
に
記
述
し
た
も
の
が
、
清
の
銭
良
鐸
の
出
版
紀
略
で
あ
る
。

鎖
良
鐸
は
清
の
常
徳
の
曲
事
盆
の
族
孫
で
性
頗
る
遊
歴
を
好
ん
だ
が
、
康
煕
二
＋
七
年
（
西
暦
一
六
八
八
年
）
五
月
、
俄
羅
斯
と

　
　
　
　
謹
州
…
天
徳
留
甲
の
位
匿
に
つ
い
て
　

（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
晶
ハ
雀
　
餓
ザ
ニ
號
　
　
　
一
入
・
九



　
　
　
　
　
艘
州
天
徳
軍
・
の
位
趾
に
つ
い
て
　
　
（
瀦
購
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
叩
十
志
ハ
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
　
九
〇

訂
約
す
る
忌
め
の
奉
使
内
大
翫
索
額
勲
等
に
随
行
し
て
、
初
め
て
塞
外
の
地
を
踏
ん
だ
。
出
塞
電
略
は
そ
の
時
の
紀
行

で
、
頗
る
綿
密
な
要
領
を
得
た
記
述
で
あ
る
，
内
大
臣
索
額
圖
が
此
の
時
色
携
格
（
0
っ
9
曾
σ
q
冒
。
・
δ
方
面
に
出
て
、
俄
羅

斯
と
界
約
を
議
す
る
筈
で
あ
っ
た
の
を
、
偶
々
外
蒙
古
の
騒
擾
に
會
っ
て
果
さ
す
、
察
し
く
引
返
し
、
璽
年
算
に
尼
布
楚

黛
興
。
喜
邑
（
）
に
至
っ
て
有
名
な
條
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
何
人
も
知
る
遍
）
で
あ
る
が
、
本
題
に
は
關
係
が
な
い
。
さ
て

銭
良
工
は
個
月
入
日
書
家
ロ
を
虚
し
、
塞
外
の
行
路
を
西
進
す
る
こ
と
約
八
口
程
六
百
支
譲
許
で
、
同
月
十
五
H
に
先

き
に
論
じ
π
九
ナ
九
泉
の
あ
る
山
下
に
宿
し
、
ま
だ
黒
河
の
流
に
洛
う
て
進
む
こ
と
二
田
約
百
三
十
鯨
春
里
で
、
同
十

七
H
に
応
化
城
の
東
方
数
十
支
里
の
所
に
【
壌
城
を
得
た
Q
出
塞
紀
略
に
は
そ
の
前
日
の
條
に
も
、
別
の
一
土
城
に
出

銘
し
た
こ
と
を
記
し
て
「
有
土
城
、
基
趾
愚
存
、
城
門
四
向
、
難
蝶
宛
然
、
土
岡
横
面
城
中
、
若
十
宇
、
花
器
布
地
、

塞
無
調
居
、
園
十
里
許
、
云
々
」
と
あ
る
が
、
是
に
至
っ
て
問
題
の
磨
城
の
駿
を
精
叙
し
て
左
の
如
く
あ
る
。

　
復
読
室
城
、
墓
蛙
頽
壊
、
甚
於
葡
、
而
大
志
霜
彷
。
一
読
瞬
、
論
理
天
孚
、
六
角
七
級
，
瓢
醐
無
木
石
。
外
向
爲
作
讐
薩
天
王
、
商
々

　
撲
立
、
承
認
蓮
花
、
辮
礁
数
尺
、
要
望
解
、
刻
叢
車
掌
、
雄
動
魏
眞
、
全
未
劒
落
、
但
丹
運
漫
鳥
総
。
南
面
笈
額
、
日
「
，
萬
部
華
嚴
纏

　
塔
」
、
毎
級
高
三
丈
。
第
一
級
壁
間
、
有
石
帯
八
議
、
暗
不
可
讃
薯
以
火
照
之
、
字
盟
頗
工
、
但
紙
数
千
百
男
婦
姓
名
，
別
無
隻
字
。

　
誌
銘
「
忠
勇
絞
尉
」
・
「
漢
音
凹
目
」
・
「
女
眞
都
目
」
・
「
要
事
某
々
」
、
名
色
姓
名
、
類
中
華
氏
族
，
其
女
眞
姓
名
者
、
十
島
一
罪
．
婦
入

　
或
爾
「
某
妻
某
氏
」
、
或
…
、
娘
子
茶
氏
L
、
或
㎝
、
某
翼
々
」
、
似
村
幌
所
爲
。
中
一
碑
，
署
口
「
生
業
華
嚴
経
塔
看
純
人
撒
、
糺
首
比
郎
爾
州

　
恵
仁
、
叢
然
誓
言
、
如
有
情
数
経
薦
看
、
蹴
離
離
印
定
光
寒
、
願
法
眼
露
盤
講
論
、
諸
轟
轟
大
地
衆
生
、
倶
顛
普
賢
行
満
」
、
此
外
縄

　
無
記
載
選
考
。
霊
験
七
級
、
・
中
帯
如
庭
。
塗
壁
大
書
日
、
「
大
金
大
定
二
年
立
憲
重
三
」
、
不
言
其
建
自
次
代
、
意
其
創
於
元
壁
高
宗
以

（24）



　
後
。
壁
無
題
署
、
黒
金
元
人
筆
、
墨
蹟
如
新
．
蒲
語
多
粗
鄙
脱
略
、
重
其
輿
、
不
敢
易
一
字
、
備
録
於
後
。
塔
中
尉
佛
像
、
亦
無
鳥
桑
。

　
間
有
鴛
鴛
、
飛
集
下
地
、
…
…
。

鏡
良
繹
の
叙
述
は
精
彩
に
富
み
、
宛
然
目
に
賭
る
如
く
で
あ
る
り
し
か
も
こ
れ
だ
け
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
姦
に

重
要
な
の
は
そ
の
「
重
其
眞
、
不
敢
易
「
字
」
と
稽
し
て
、
墨
髭
の
詑
事
の
末
尾
に
備
録
せ
ら
れ
た
十
籐
の
事
端
題
署

の
中
の
左
の
一
條
で
あ
る
。

　
豊
州
荘
城
塔
、
至
元
十
八
年
五
月
、
豊
州
管
水
鴉
提
雛
王
英
・
張
立
川
題
。

水
廻
は
恐
ら
く
特
殊
の
地
名
か
何
か
で
、
管
水
原
提
黙
は
そ
れ
を
掌
る
微
官
で
“
も
あ
ら
う
。
そ
の
王
英
・
張
伯
川
の

二
人
が
遊
ん
で
こ
の
塔
上
に
登
っ
て
、
之
に
「
豊
州
在
城
塔
」
と
銘
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
萬
部
叢
経
塔
が
金
の
惟
宗
の
大
定
二
年
（
酒
誰
一
）
の
重
修
な
こ
と
は
、
そ
の
壁
上
の
銘
記
に
よ
っ
て
疑

な
く
、
そ
の
後
も
引
綾
き
歯
苔
繁
華
な
中
心
に
あ
っ
て
、
金
元
入
の
遊
撃
に
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
数
々
の
壁
端
題
署
の

紀
年
に
よ
っ
て
明
自
で
あ
る
。
さ
う
し
て
右
の
樂
書
に
「
豊
州
在
城
塔
」
と
明
記
し
て
み
る
の
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
塔
が

師
ち
元
の
徴
灘
の
至
元
十
翌
年
（
西
暦
一
二
八
一
年
）
の
頃
、
當
時
の
豊
州
の
在
城
即
ち
州
治
の
在
る
城
内
の
塔
で
あ
っ
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

毫
末
の
疑
黙
も
な
い
。
随
っ
て
之
を
包
ん
だ
問
題
の
贋
城
と
い
ふ
も
の
こ
そ
即
ち
嘗
時
の
豊
州
城
だ
つ
た
の
に
相
違
な

い
。
し
か
も
元
代
の
豊
州
は
前
代
か
ら
嘗
て
遷
ら
な
か
つ
π
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
墜
ち
求
む
る
と
こ
ろ
の
遼
金
以

凍
の
雄
鎭
豊
州
天
徳
軍
節
度
使
の
故
城
鮭
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
朧
州
天
徳
軍
の
位
畿
に
つ
い
て
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
谷
　
第
二
號
　
　
　
一
・
九
一

（25）



　
　
　
　
　
土
州
天
徳
軍
の
債
置
に
つ
い
て
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巷
　
第
二
號
　
　
一
九
二

　
な
ほ
考
ふ
る
に
、
右
の
塔
内
の
壁
端
の
題
署
は
悉
く
皆
無
元
入
の
も
の
、
み
に
限
ら
れ
て
み
る
中
に
、
唯
一
の
異
例

を
示
し
て
、
左
の
如
き
思
入
の
も
の
、
あ
る
の
は
、
そ
の
明
人
が
必
ず
前
述
の
豊
州
黒
渋
内
の
漢
人
だ
つ
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ね
。

　
朱
朝
大
明
國
山
西
太
原
黄
牛
州
曄
縣
月
下
塘
畢
生
員
段
草
字
希
液
。
嘉
靖
三
十
九
年
九
月
十
五
日
、
北
極
大
曲
、
攻
開
鍛
塞
，
將
一
家
近

　
支
山
踏
十
口
口
蓋
、
此
穐
什
清
一
家
大
小
甲
血
口
。
隔
柑
A
応
斯
｛
久
U
…
豚
、
期
田
其
性
命
、
爾
心
人
達
爾
…
漢
…
帯
㎜
凹
北
朝
。
路
逢
房
淑
二
人
段
雁
鼎
明
・
段
仙
戊

　
先
、
又
二
面
夫
石
器
・
清
妻
雑
嚢
・
男
甲
午
再
選
名
筆
繕
言
・
長
女
墜
喜
兇
・
次
女
喜
喜
免
。
陳
氏
於
嘉
靖
四
十
年
四
月
初
一
日
病
故
。
閏
五

　
m
月
十
七
日
、
妹
夫
石
牧
帯
田
去
十
m
兄
、
投
還
南
…
朝
去
…
～
〇
六
月
巳
初
八
日
期
田
々
側
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

筆
者
段
清
は
肩
書
の
如
く
山
西
峰
縣
の
儒
學
壇
廣
生
員
で
あ
っ
だ
。
さ
う
し
て
嘉
靖
三
十
九
年
は
七
月
に
前
述
の
明
將

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

劉
漢
が
豊
州
板
家
の
塞
巣
を
襲
っ
た
時
で
、
そ
の
簗
に
憤
激
し
だ
北
町
が
直
に
報
復
の
師
を
興
し
て
大
盤
入
廃
し
た
こ

と
は
吏
上
に
知
ら
れ
た
事
實
で
あ
る
。
そ
こ
で
段
清
も
、
そ
の
九
月
十
五
日
居
村
開
音
棊
を
北
虜
の
爲
め
に
犯
さ
れ
て

一
族
多
く
殺
盤
さ
れ
た
が
、
そ
の
身
は
妻
平
氏
・
男
守
魯
・
女
裁
着
児
・
纂
欝
欝
と
共
に
一
家
大
小
五
ロ
不
思
議
に
助
か

り
、
蒙
古
に
件
れ
ら
れ
た
と
云
ふ
。
「
鋳
念
斯
交
一
脈
、
留
其
性
命
」
と
あ
る
の
は
、
學
藝
の
庇
蔭
で
助
か
っ
だ
と
い
ふ

儒
者
の
迷
信
ば
か
り
で
な
く
、
實
際
一
族
中
で
も
文
字
あ
る
の
故
を
以
て
、
利
用
の
た
め
に
北
虜
か
ら
助
け
ら
れ
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
ら
う
。
博
論
達
爾
漢
と
は
必
ず
之
を
救
っ
た
蒙
古
の
酋
長
の
名
で
、
或
は
當
時
に
顯
は
れ
た
缶
詰
配
下

の
大
倉
打
兇
漢
（
U
霧
窪
塁
）
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
…
子
段
守
魯
の
幼
名
を
甲
午
兇
と
い
ふ
の
は
、
必
ず
甲
午
の



歳
（
嘉
靖
十
三
年
）
に
生
れ
た
こ
と
を
意
昧
す
る
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
累
年
三
十
九
年
孤
高
に
至
っ
て
生
年
二
十
七
歳
だ

っ
π
筈
で
、
從
っ
て
そ
の
父
母
姉
妹
等
の
年
齢
も
大
膿
推
し
計
ら
れ
る
。
妻
陳
氏
の
病
死
は
確
に
異
域
流
寓
の
辛
苦
に

よ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
「
將
一
家
女
面
六
十
口
殺
盤
」
と
誇
張
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
實
は
段
清
一
家
事
ロ
の
外
、
房

叔
も
妹
夫
も
綾
が
助
か
っ
て
來
た
の
で
あ
っ
て
、
斯
く
一
家
一
族
が
塞
外
に
安
訳
し
、
翌
年
に
は
そ
の
一
部
分
の
鰭
國

も
筆
意
た
と
い
ふ
の
は
、
こ
れ
が
豊
州
の
板
升
の
如
き
漢
人
の
論
集
團
の
棲
息
し
だ
所
の
こ
と
で
な
く
て
虚
威
で
あ
ら

う
◎
か
う
考
へ
て
來
れ
ば
．
此
の
題
署
も
ま
た
相
當
問
題
の
右
塔
が
豊
州
故
城
の
内
に
在
る
こ
と
を
裏
書
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
Q

　
最
後
に
、
そ
れ
で
は
そ
の
萬
部
華
巌
経
塔
は
今
で
も
爾
ほ
獲
っ
て
み
る
か
と
い
ふ
と
、
そ
れ
は
確
に
現
存
し
て
み
る

の
で
あ
っ
て
、
例
の
大
繭
一
統
志
聡
匹
に
も
蹄
化
城
六
臆
寺
槻
の
條
に
「
萬
憲
華
嚴
経
塔
、
即
大
明
寺
塔
、
高
二
十
丈
七

級
、
有
金
皇
宗
土
壁
経
人
姓
氏
」
と
見
え
、
そ
の
大
明
寺
に
つ
い
て
は
「
大
明
寺
、
在
齢
化
城
東
四
十
里
、
金
大
定
七
年

齢
、
今
殿
．
碑
塔
御
存
」
と
も
あ
る
。
之
を
出
塞
紀
賂
の
記
事
に
比
べ
る
と
、
萬
憲
妻
女
経
塔
は
恐
ら
く
萬
部
華
巌
経

塔
の
誤
で
、
そ
の
大
明
寺
が
大
定
七
年
創
建
と
い
ふ
こ
と
も
、
塔
が
大
定
二
年
重
修
と
い
ふ
所
か
ら
見
る
と
、
甚
だ
疑

は
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
兎
も
角
そ
こ
に
塔
の
外
、
大
明
寺
と
い
ふ
寺
が
一
特
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
今
座
右
の
東
亜
輿
地
圖
を
按
ず
る
と
，
錦
化
城
の
東
方
四
十
支
里
許
の
所
に
自
塔
と
い
ふ
地
名
が
露
出
し
て
あ

る
。
畑
鼠
の
名
は
勿
論
そ
こ
に
自
塔
が
あ
る
か
ら
起
つ
た
も
の
に
棺
違
な
い
と
思
っ
て
、
之
を
最
近
そ
の
方
面
に
旋
行

　
　
　
、
豊
州
天
徳
軍
の
位
置
に
つ
い
て
　
（
隅
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
一
九
三

（　9．7　）



　
　
　
　
銀
字
天
徳
軍
の
位
羅
に
つ
い
ズ
（
瀦
田
）
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
第
二
號
　
　
一
、
九
殴

さ
れ
た
三
上
次
男
霜
に
質
し
て
見
る
と
、
自
塔
は
露
面
懸
の
東
方
、
京
緩
鐵
路
の
第
一
騨
の
あ
る
所
で
、
確
に
著
し
い

六
角
の
臼
塔
が
見
え
る
と
云
ふ
。
そ
の
果
し
て
七
級
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
上
部
が
傾
干
し
て
よ
く
解
ら
な
い
と
か
云

ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
第
七
級
壁
心
の
題
署
も
今
に
存
す
る
や
否
や
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
問
題
の
萬
部
華
華
纒
塔

で
あ
る
こ
と
は
全
く
疑
な
い
所
と
思
ふ
。
大
溝
二
統
士
心
に
は
な
ほ
別
に
「
臼
塔
、
寝
蹄
化
城
西
四
十
里
、
順
治
九
年
建
」

と
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
城
の
西
方
で
あ
る
か
ら
、
欝
ら
別
問
題
で
版
三
上
氏
に
聞
い
て
も
附
近
に
別
に
そ
れ
と
紛
ら

は
し
い
塔
は
見
え
な
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
私
は
自
塔
…
騨
の
臼
塔
こ
そ
部
ち
萬
部
華
嚴
経
塔
で
、
其
虚
が
師
ち
遼
金

元
明
の
豊
州
故
城
の
地
で
あ
る
こ
と
を
確
信
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
心
ふ
に
蹄
化
城
方
面
は
舞
に
稀
跨
炉
心
沃
な
韓
土
芋
窪
の
定
叢
緻
木
．
唐
の
畢
干
森
護
府
等
も
皆
・
の
倒

附
近
に
あ
っ
た
の
だ
さ
う
で
あ
る
か
ら
、
量
器
に
欝
金
時
代
の
重
鋲
豊
州
天
徳
軍
箇
度
使
・
西
南
路
三
盛
司
等
が
設
概

せ
ら
れ
た
の
も
誠
に
蓋
然
で
あ
っ
て
、
や
が
て
そ
れ
が
一
嘉
し
て
今
日
の
露
化
城
そ
の
も
の
に
な
つ
セ
の
で
あ
る
。
し

か
も
豊
州
の
焼
置
が
的
確
に
今
の
臼
塔
と
決
定
す
れ
ば
、
そ
れ
に
件
っ
て
他
に
も
多
く
の
地
・
方
の
稗
精
密
な
る
比
定
が

可
能
に
な
っ
て
寂
る
。
先
づ
第
一
に
は
隣
州
東
騰
落
の
位
澄
で
あ
る
。
東
勝
州
の
こ
と
は
ま
た
各
々
遼
金
元
史
の
地
理

志
に
見
え
て
み
る
が
、
何
れ
庵
そ
の
州
治
の
位
置
を
映
撫
す
る
に
は
足
ら
な
い
。
之
を
映
定
す
べ
き
も
の
は
、
恐
ら
く

次
ぎ
に
掲
ぐ
る
朋
史
地
理
志
の
難
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
明
史
喬
地
理
志
山
西
行
都
司
の
條
末
に
は
、
元
の
東
勝

州
を
改
編
し
た
束
勝
衛
の
顛
末
を
叙
し
、
さ
て
註
し
て
臼
く
、



北
有
赤
児
山
、
西
有
黄
河
。
西
北
有
黒
河
、
源
樹
影
豊
州
禰
宜
晦
、
酉
流
入
雲
内
無
界
、
叉
東
亜
摘
入
於
黄
河
。
叉
有
兎
毛
描
、
亦
入

於
黄
河
。
叉
有
紫
河
、
溢
出
蓉
豊
州
西
北
之
黒
髭
口
、
下
流
至
畿
内
塵
界
、
入
於
懲
河
。
叉
西
有
金
河
泊
、
上
承
紫
河
、
下
流
亦
入
於

黄
河
。
西
北
有
豊
州
、
元
燭
大
同
路
，
洪
武
中
慶
、
宣
徳
元
年
復
置
、
正
統
中
内
綻
、
復
慶
。
叉
有
浮
州
路
、
元
直
隷
中
書
省
、
亦
洪

武
中
慶
。

と
あ
る
。
掻
頭
に
述
べ
た
如
く
、
大
饗
一
統
志
に
は
東
勝
州
故
城
を
鉱
化
城
の
西
南
百
四
十
除
里
、
黄
河
畔
の
托
克
筆

才
に
擬
暑
し
で
あ
る
け
れ
ど
も
蓄
そ
れ
は
恐
ら
く
根
慷
が
な
く
、
叢
に
豊
州
の
東
南
で
、
「
北
要
具
巣
山
、
西
有
黄
河
、

西
北
有
黒
河
し
と
明
示
し
て
あ
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
之
を
今
日
の
朔
塵
の
邊
外
、
紫
黒
山
南
の
凍
城
（
高
遠
）
附
近
に
で

も
比
等
・
外
は
な
い
や
そ
あ
・
。
或
は
墨
壷
の
世
経
紀
至
元
四
年
秋
七
月
蔑
朔
の
條
に
脅
中
置
鱒
勘

騨）

叶
ｼ
京
之
束
勝
、
駆
水
騨
十
」
等
と
め
る
の
を
一
見
す
る
と
、
東
勝
州
城
は
黄
河
の
水
濱
の
方
が
適
當
な
や
う
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
が
、
そ
れ
は
偶
々
東
勝
州
内
の
埠
頭
を
指
し
た
“
け
の
こ
と
で
、
明
將
周
諒
の
上
奏
に
「
黒
煙
昼
型
康
城
、
西
瀕

黄
河
、
東
接
大
同
．
南
抵
偏
頭
關
、
北
連
太
山
楡
楊
等
口
、
其
中
有
赤
兇
山
、
東
西
坦
李
二
百
単
一
、
其
外
連
亙
官
由

等
山
、
實
胡
虜
出
没
往
來
必
維
之
地
」
と
あ
る
や
う
な
廣
大
な
東
勝
州
の
管
域
は
理
念
の
托
克
托
に
居
て
は
治
め
難
か

っ
た
筈
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
薫
製
・
和
林
格
爾
の
方
面
な
ら
ば
、
立
涙
に
此
の
地
方
の
一
中
心
で
あ
る
こ
と
は
論
ず

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
ま
で
も
な
か
ら
う
。

　
上
掲
明
史
の
本
文
に
見
え
る
黒
河
は
帥
ち
鰭
化
城
の
箇
を
流
れ
、
托
克
托
に
到
っ
て
黄
河
に
會
す
る
伊
黒
土
爾
根
河

　
　
　
　
鰹
州
天
徳
軍
の
位
置
に
つ
い
て
（
瀦
頑
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
士
ハ
巻
第
二
號
　
一
九
五



　
　
　
　
豆
州
天
徳
軍
・
の
一
位
鑑
に
つ
い
て
　
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
魯
一
幅
「
二
黒
　
　
　
一
九
山
ハ

帥
ち
黒
河
で
、
兎
震
声
は
書
史
方
輿
紀
要
附
四
大
同
府
の
條
に
「
兎
毛
起
在
府
西
北
三
百
里
、
轡
塞
外
酪
施
山
下
、
南
流

経
右
衛
、
西
卑
湿
勝
豊
艶
黄
河
」
と
あ
り
、
ま
た
次
ぎ
の
引
用
文
中
に
紅
河
に
會
流
す
る
と
見
え
る
兎
毛
河
の
や
う
で

あ
る
。
紫
河
の
こ
と
は
大
清
一
統
志
港
瞳
に
「
紫
河
、
在
職
奪
格
爾
地
、
蒙
古
名
筆
舞
木
倫
、
師
右
中
里
・
樹
頽
二
水
也
、

製
出
察
愚
書
西
南
境
内
察
漢
音
圖
努
衡
格
爾
二
河
、
二
流
爲
一
、
西
流
至
殺
虎
口
北
、
合
露
里
北
墨
黒
懸
河
、
又
西
至

薄
藍
巴
爾
吟
孫
城
西
入
黄
河
」
と
あ
り
、
穿
ち
今
圖
の
紅
河
の
こ
と
の
や
う
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
醜
名
の
違
で
、

少
く
と
も
叢
に
所
謂
紫
河
は
「
源
出
僖
豊
州
西
北
之
黒
嶋
口
、
下
流
黒
雲
内
州
界
、
入
於
黒
河
」
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、

そ
れ
は
大
饗
今
の
蹄
化
城
西
の
畢
克
齊
を
過
ぎ
る
克
魯
庫
河
邊
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
之
を
承
け
て
黄
河
に

注
ぐ
と
い
ふ
金
甲
泊
慧
す
畢
克
齊
西
南
の
勲
で
・
き
の
一
浮
州
路
が
遡
皿
州
の
蒙
の
四
子
部
落
の
邊
に
闘

あ
っ
た
こ
と
は
、
箭
内
博
士
の
研
究
に
詳
で
あ
る
。

　
次
ぎ
に
雲
勢
州
の
建
澄
沿
革
も
遼
金
元
三
史
の
地
理
志
等
に
詳
で
あ
っ
て
、
郎
ち
古
の
雲
中
郡
で
唐
の
聡
悟
平
城
の

地
だ
と
云
ふ
が
、
上
掲
明
史
の
文
面
に
よ
っ
て
見
る
と
、
明
か
に
黄
河
の
左
岸
で
豊
州
黒
黒
州
の
西
に
隣
し
て
み
る
こ

と
は
確
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
今
の
黄
河
の
北
・
陰
山
の
南
で
、
恐
ら
く
薩
拉
齊
の
附
近
に
で
も
治
し
て
み
た
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
な
ほ
天
徳
軍
が
豊
州
と
同
一
地
で
な
い
こ
と
は
、
遼
史
地
理
志
に
豊
州
と
涯
別
し
て
特
に
天
徳
軍
の
條
を

設
け
て
み
る
の
で
も
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
文
面
に
よ
る
と
、
天
徳
軍
は
寧
ろ
西
方
の
雲
内
州
と
同
一
地
方
な
る
が
如

　
　
　
（
1
1
）

く
に
見
え
、
語
史
地
理
再
議
内
灘
の
條
に
も
「
唐
初
、
立
雲
中
都
督
府
、
復
讐
横
塞
雷
聴
薫
製
天
徳
軍
、
即
発
受
降
城



之
地
、
題
下
雲
斎
州
、
云
々
」
と
あ
る
。
し
か
も
そ
の
古
天
徳
軍
が
雲
内
州
よ
り
更
に
西
方
の
こ
と
は
、
嘗
て
箭
内
博

士
も
指
摘
せ
ら
れ
旋
通
り
、
元
代
の
地
理
家
朱
夏
本
の
黄
河
水
流
を
叙
し
た
中
に
左
の
如
く
、

　
自
滞
水
與
河
合
、
叉
東
北
流
過
蓬
々
地
、
凡
八
百
蝕
里
。
過
豊
州
西
翠
降
城
、
折
而
正
東
流
，
過
達
々
地
塁
天
徳
軍
中
盤
降
城
東
受
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
城
、
凡
七
百
鍛
里
、
折
而
正
南
流
、
過
大
同
路
雲
内
州
束
勝
州
、
與
黒
河
合
．
、

と
あ
る
の
で
も
略
ぼ
推
察
出
戸
る
。
の
み
な
ら
す
別
に
適
當
な
謹
篠
が
あ
っ
て
、
更
に
此
の
推
定
を
助
け
る
の
で
あ
る

そ
れ
は
遼
史
地
理
南
天
二
軍
の
條
に
は
「
兼
有
牟
那
山
骨
耳
血
痂
歪
面
北
」
と
見
え
る
が
、
そ
の
牟
那
由
は
蒙
古
源
流

酪
に
盛
愚
汗
の
西
夏
征
伐
の
時
か
ら
現
は
れ
た
黄
河
絆
の
名
鑑
穆
納
山
に
同
書
、
明
代
の
史
乗
に
頻
繁
見
誉
れ
る

黄
響
納
山
、
清
の
太
宗
實
讐
見
え
た
黄
河
畔
の
木
納
漢
山
で
あ
っ
て
、
大
壷
統
欝
欝
℃
や
蒙
古
游
牧
畜
の
烏

剛
特
部
西
方
の
木
鯉
山
、
今
の
寸
意
に
見
ゆ
る
谷
頭
の
西
の
穆
尼
宮
拉
嶺
に
當
る
こ
と
、
私
の
既
に
論
濃
し
た
懸
り
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
（
諜
懲
護
獺
劉
鮨
三
、
）
。
こ
の
急
患
山
ま
で
天
徳
軍
の
域
内
だ
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
治
は
殆
ど

今
の
包
頭
五
原
の
方
面
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
さ
う
し
て
箭
内
博
士
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
方
は
恐
ら
く
元

代
の
徳
寧
路
だ
っ
た
ら
う
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
（
糠
野
鴇
岬
甦
）
。

　
思
ふ
に
天
徳
軍
の
名
は
自
鴛
8
男
。
δ
に
8
魯
費
。
と
し
て
知
ら
れ
て
よ
b
、
頗
る
西
洋
入
の
間
に
も
喧
傳
し
て
み

る
が
、
大
毒
統
語
麓
鳶
製
部
古
蹟
の
條
に
は
「
天
徳
軍
旗
、
在
旗
西
北
中
瀬
降
城
西
北
二
百
里
、
唐
天
寳
中

麗
」
と
云
ひ
、
頗
る
詳
に
そ
の
毛
革
を
叙
し
、
唐
時
に
於
け
る
そ
の
四
至
を
朋
示
し
て
は
、

　
　
　
　
㎜
一
州
天
徳
軍
・
の
位
網
濾
に
つ
い
て
　
　
（
馴
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
二
號
　
　
　
一
九
♪
u

（31）



　
　
　
　
　
陶
島
贈
天
｛
偲
軍
、
の
縫
灘
に
つ
い
て
　

（
利
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
工
蟻
巻
　
筑
が
二
輪
　
　
　
一
九
博
八

　
西
南
渡
河
至
燈
州
二
百
里
、
薄
粥
羅
繊
塞
軍
城
二
百
里
、
西
至
西
受
降
城
一
百
八
十
塁
、
西
南
至
新
誌
州
」
百
里
、
東
南
至
中
等
降
城

　
二
百
里
。

と
も
あ
る
。
蓋
し
唐
代
の
豊
州
は
悪
金
以
後
の
豊
州
と
異
り
、
元
翼
翼
隠
蟹
の
西
北
邊
に
あ
っ
た
の
で
、
初
章
の
天
徳
軍

が
そ
の
管
轄
を
受
け
て
み
た
こ
と
は
、
落
書
四
三
地
理
志
の
記
述
に
も
明
自
な
通
り
で
あ
る
。
蕪
に
「
豊
州
天
徳
寒
し
の

名
が
起
つ
た
の
で
、
後
に
逡
の
．
時
之
を
東
方
の
館
化
城
自
塔
の
地
に
移
す
や
、
豊
州
天
徳
軍
は
忽
ち
面
影
の
爾
者
を
生

じ
、
そ
の
豊
州
の
名
は
概
し
て
新
豊
州
の
地
に
移
っ
た
が
、
天
徳
軍
の
名
は
寧
ろ
そ
の
奮
所
に
留
ま
っ
て
み
た
も
の
で

あ
ら
う
。
こ
れ
が
豊
州
天
徳
軍
と
公
覚
し
な
が
ら
、
豊
州
は
露
化
城
東
に
あ
り
、
天
徳
軍
は
包
頭
以
西
に
あ
っ
た
厩
以

で
な
け
れ
ば
薫
．
鶉
の
元
の
憲
黍
鑑
藩
論
騰
と
呼
ん
で
ゐ
・
恕
へ
ま
た
斯
か
蒸
薯
よ
つ
働

て
唐
時
の
奮
霧
を
用
ひ
た
も
の
に
外
あ
る
ま
い
。
な
ほ
此
の
問
題
と
爾
号
し
て
は
豊
州
の
富
民
・
振
武
爾
縣
、
東
勝
州

の
楡
林
・
河
濱
二
縣
及
び
胃
内
州
の
柔
服
・
寧
人
二
縣
、
そ
の
他
東
西
中
の
三
聖
降
城
等
に
つ
い
て
、
研
究
す
べ
き
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
夏
）

の
題
目
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
後
の
機
會
に
譲
っ
て
叢
に
「
先
づ
欄
筆
す
る
。
（
昭
瀦
流
年
＋
二
月
三
＋
日
野
）

註
－
、
金
二
三
二
四
馳
理
志
に
に
賓
に
之
か
翠
蓋
路
招
滞
貸
と
あ
る
が
、
浮
、
の
跳
な
こ
と
ば
箭
内
博
士
が
嘗
て
論
識
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
（
蒙
古
史
研
究
一

　
　
　
四
五
頁
）
0

　
2
、
近
く
幾
衷
す
べ
き
拙
稿
「
兀
良
吟
一
一
一
衛
に
關
す
る
研
究
、
一
こ
調
製
0

　
3
、
何
秋
濤
が
何
に
蝶
っ
て
既
に
供
し
た
大
元
大
一
統
志
の
文
な
引
く
こ
と
が
禺
來
六
か
ほ
疑
問
で
あ
る
が
、
本
文
に
、
元
代
に
は
懲
て
腹
ゼ
ら
れ
す
、

　
　
　
明
初
に
壼
っ
て
初
め
て
慶
棄
ぜ
ら
れ
た
朧
州
を
「
慶
燈
州
し
と
鼓
っ
て
み
ろ
の
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
に
或
は
元
一
就
志
で
に
な
く
て
別
一
統
恋
か
何
か



　
　
の
丈
で
あ
ろ
か
も
知
れ
な
い
。
倶
し
今
の
大
明
幅
統
憲
魯
二
十
一
大
同
府
の
條
に
に
「
官
山
在
（
大
岡
）
府
城
酋
北
五
百
除
里
、
古
鰹
州
境
、
由
上
有

　
　
九
＋
九
泉
、
流
爲
黒
河
」
と
あ
っ
て
、
本
丈
が
少
し
く
異
っ
て
み
ろ
。
今
九
＋
九
泉
・
腰
蜘
麟
間
の
方
位
距
離
為
「
東
北
一
瞥
五
＋
麗
」
と
明
示
し
力

　
　
馳
た
探
っ
て
、
こ
の
交
為
援
引
し
表
Q

4
、
代
吟
泊
に
九
十
九
泉
の
南
方
に
懸
り
、
大
溝
一
統
志
の
同
じ
鑛
紅
旗
察
喰
爾
の
條
に
「
奄
遍
下
水
海
、
軍
旗
南
四
十
里
、
蒙
古
名
黛
吟
池
、
云
々
」

　
　
と
あ
り
、
沙
陵
湖
に
同
書
巻
＝
一
四
麟
化
蛾
由
規
の
條
に
「
左
錦
化
城
西
古
沙
陵
縣
地
、
受
自
認
荒
干
諸
水
入
黄
海
、
今
名
山
黛
湖
、
黒
河
之
水
涯

　
　
入
其
内
、
又
西
流
入
黄
河
」
と
あ
る
Q
但
し
代
恰
泊
の
地
に
寧
ろ
後
に
論
ず
る
東
勝
州
の
管
城
か
と
思
ば
れ
ぬ
で
も
な
い
0

5
、
此
等
の
こ
と
に
勿
論
實
錐
の
外
、
殆
ど
凡
て
の
北
露
傳
に
も
皆
傳
ふ
る
所
で
あ
ろ
。
但
し
方
量
粥
の
杢
淺
略
記
巻
二
や
谷
郭
話
の
明
史
紀
事
本
末
巷

　
　
六
十
等
に
、
そ
の
勅
答
の
城
名
た
「
編
化
」
と
あ
る
の
に
、
實
1
1
必
ず
「
麟
化
」
の
謬
で
、
恐
ら
く
難
事
雨
字
の
草
燈
の
類
似
か
ら
で
も
來
六
謂
誤
に
相

　
　
蓮
な
い
。

6
、
「
在
城
し
と
ば
州
治
の
在
る
蛾
と
い
ふ
意
味
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
加
藤
繁
博
士
の
説
に
撃
つ
糞
。
但
し
朝
鮮
に
に
別
に
特
殊
の
意
味
に
用
ひ

　
　
れ
「
在
城
」
と
い
ふ
語
が
あ
っ
て
夙
に
學
界
の
問
題
と
な
っ
て
居
り
、
池
内
博
士
に
も
之
に
封
ず
る
考
案
が
あ
り
’
満
鮮
地
理
歴
史
研
究
報
皆
、
七
の

　
　
七
四
一
入
一
）
、
近
く
に
李
丙
辮
氏
の
新
観
も
出
力
や
う
で
あ
ろ
。

7
、
大
清
一
意
志
巻
一
二
四
に
よ
る
と
、
盛
樂
故
披
に
錨
化
城
南
、
定
裏
故
城
は
熔
化
誠
東
、
筆
端
城
に
録
化
城
西
と
あ
る
。
勿
論
細
密
に
に
信
じ
ら
れ

　
　
な
い
が
、
蓋
し
當
ら
す
と
錐
も
蓮
か
ら
ぬ
所
で
あ
ら
う
O
　
・

S
、
大
明
英
宗
實
錐
正
統
三
年
九
月
癸
未
の
條
に
よ
ろ
。
蚕
邊
略
記
巻
二
大
圃
略
に
も
密
事
に
見
え
、
讃
買
方
輿
紀
要
谷
四
四
東
勝
城
の
條
に
に
之
な
引

　
　
い
て
、
稽
々
語
句
に
異
同
が
あ
る
。

9
、
和
議
絡
…
爾
（
国
。
旨
茜
禽
）
即
ち
二
十
家
子
に
ま
六
此
の
・
万
面
の
一
二
心
で
あ
ろ
。
東
亜
輿
紬
翻
た
按
ず
’
る
に
、
同
地
の
西
北
総
数
支
里
の
所
に
土
蛾

　
　
と
い
ふ
堰
名
が
見
え
ろ
。
或
ぽ
案
外
そ
れ
ら
が
東
豊
州
故
城
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

－o

A
蒙
古
吏
研
究
六
四
四
一
七
頁
。
嗣
み
に
海
樽
士
の
説
に
よ
る
と
、
浮
州
路
の
治
班
天
単
磁
に
四
子
部
落
の
酉
醗
木
倫
河
の
上
流
域
に
當
る
が
、
そ
の

　
　
附
近
に
砂
井
爆
撃
府
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
通
行
本
黒
縫
事
略
に
は
「
砂
井
♪
天
山
縣
八
十
里
し
と
あ
る
。
因
っ
て
博
士
に
八
輪
西
の
講
と
爲
し
、

　
　
　
　
脚
過
重
天
茄
偲
軍
の
位
慨
に
つ
い
て
一
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
餓
〃
所
為
　
　
　
一
・
九
九
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螢
殉
円
く
穂
軍
の
位
灘
に
つ
い
て
　
（
廊
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
π
十
山
斜
巷
　
　
第
二
號
　
　
　
二
〇
〇

　
　
砂
井
総
揚
府
恥
天
釜
煎
西
十
塁
と
考
定
ゼ
ら
れ
穴
が
（
同
書
六
五
二
一
三
頁
）
、
王
國
維
氏
ば
そ
の
黒
鍵
事
略
縫
詮
に
於
い
て
「
案
外
控
天
肉
縣
三
十

　
ド
羅
、
縣
下
面
二
北
字
、
金
史
馳
理
志
、
．
浄
州
下
立
吏
、
大
定
十
入
王
以
干
肉
縣
升
、
北
釜
界
八
十
里
、
沙
井
去
天
皿
盛
八
十
璽
、
則
正
是
金
之
北
界
、

　
　
其
地
冶
界
壇
、
元
人
於
此
既
砂
弥
趣
管
府
漁
期
井
縣
」
と
日
ひ
、
鱗
ろ
從
ふ
べ
き
が
如
く
で
あ
る
0

11

`
部
ち
門
内
殉
の
條
に
「
雲
壌
州
開
逡
軍
下
摺
痩
、
本
中
受
認
群
塊
、
遼
初
筆
代
北
雲
朔
警
士
謂
、
敗
雲
内
開
、
鴻
鍛
勅
升
、
有
爵
塞
軍
・
古
可
敦
城
・

　
　
大
同
癬
・
天
安
軍
・
永
桑
蚕
・
妥
豊
成
。
郷
雲
…
雛
、
兵
幽
門
函
南
癒
鋸
討
司
、
縣
二
、
柔
服
縣
・
心
隔
人
縣
」
と
あ
る
の
に
、
薩
に
績
け
て
「
天
徳
軍
本
中

　
．
受
鋒
端
、
唐
開
元
中
豊
橿
訴
訟
、
趾
天
妥
軍
於
大
同
…
川
、
乾
元
中
改
天
徳
軍
、
移
永
帯
説
、
今
沿
是
也
、
太
履
亭
面
罵
、
遽
破
天
徳
、
繋
掠
亥
提
以

　
　
東
、
後
寒
気
討
司
、
漸
成
非
邑
、
電
離
醐
族
爲
天
徳
軍
節
度
使
、
有
黄
河
・
黒
山
・
賂
旋
城
・
威
官
軍
・
秦
長
城
・
唐
長
城
、
又
麿
牟
那
山
・
録
奪
背
妓
、
在

　
｛
其
北
」
と
曇
び
、
爾
者
の
間
に
多
く
周
｝
地
名
存
含
ん
で
み
る
。

12

A
元
史
巷
六
三
地
理
憲
河
源
附
録
注
。
箭
内
博
士
の
所
論
ば
豪
古
史
研
究
五
六
一
一
二
頁
に
児
え
ろ
0

13

A
本
篇
稿
了
の
後
、
至
重
の
劉
鈎
仁
氏
の
「
中
国
馳
名
大
跡
典
」
た
入
手
し
て
、
入
入
一
頁
塑
．
州
の
隆
な
見
る
と
明
薗
に
「
輪
帯
遠
鋪
鞍
縣
束
五
＋
五

　
　
無
、
白
塔
爾
餓
是
」
と
あ
っ
て
、
本
篇
の
結
論
に
、
巳
に
夙
く
劉
氏
の
認
む
る
所
で
あ
っ
た
。
劉
氏
の
蔚
蓮
は
勿
論
、
驚
動
な
鱒
典
で
あ
っ
て
、
そ

　
　
の
結
論
の
因
っ
て
盗
る
理
由
に
蹴
明
し
て
な
い
が
、
同
書
は
此
の
蓬
の
詑
両
為
多
く
同
地
方
の
薪
窪
田
「
紗
渠
」
か
ら
探
っ
て
み
ろ
班
か
ら
見
れ
ば

　
　
既
の
結
論
も
ま
カ
そ
の
「
鞍
乗
」
に
あ
る
の
で
に
な
い
か
。
早
く
そ
の
好
期
「
終
梁
」
為
塗
照
し
比
い
と
思
っ
て
、
北
弔
の
誰
賀
に
も
融
丈
し
、
知
入

　
F
に
も
所
々
紹
介
し
て
見
乗
が
未
だ
入
手
繕
閲
の
七
曲
為
得
な
い
。
或
に
圓
書
｝
距
ぴ
現
に
る
れ
ば
、
未
熟
な
ろ
拙
稿
の
如
き
に
、
全
く
窟
在
の
理
由

　
　
為
失
ふ
毛
の
か
も
知
れ
な
い
。

追
　
詑
。

　
　
昭
和
六
年
三
遷
十
五
日
、
北
亭
の
松
村
太
那
氏
か
ら
流
れ
て
依
頼
し
て
著
い
た
張
壷
飾
氏
の
「
緩
乗
し
十
｝
巻
帯
燈
な
逡
っ
て
來
索
。
郎
ち
そ
の
谷
八

　
古
蹟
考
な
開
い
て
見
る
と
、
果
し
て
左
の
如
く
あ
り
、

　
　
　
髄
州
故
城
。
府
二
〇
　
一
士
臨
唐
之
翌
甥
、
在
五
原
欝
血
套
内
。
　
日
影
遼
之
塑
癬
、
即
今
婦
緩
縣
東
五
十
羅
之
白
塔
。

　
ま
力
鎚
に
巻
謙
語
域
考
蹄
綾
縣
浩
革
の
條
に
も
「
五
代
初
、
遼
於
蛙
建
翌
州
、
號
半
天
軍
、
響
改
天
徳
軍
、
領
富
厩
擬
武
二
縣
、
隷
西
京
道
、
即
今
縣

（3・垂）

’



東
畢
董
之
鐘
堤
也
L
・
見
え
、
そ
の
郷
讐
籍
も
「
東
習
欝
辮
糠
」
な
・
あ
・
け
砦
も
、
溺
に
・
の
論
讐
ポ
し
て
な
い
。

錦
っ
て
そ
の
文
面
に
よ
る
と
、
今
も
樹
ほ
そ
の
地
存
「
懲
鶴
州
城
し
と
日
っ
て
み
る
如
く
で
も
あ
る
。
併
し
荘
し
さ
う
な
ら
、
大
清
一
心
志
が
之
た
謬

る
筈
に
な
い
か
ら
恐
ら
く
緩
乗
の
所
親
も
私
と
同
様
な
推
論
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
な
ほ
學
友
石
田
酔
之
課
題
の
注
意
に
よ
っ
て
’
＜
。
。
。
帥
8
げ
遷
鴇
N
缶
巴
魯
鉾
同
o
D
⑪
U
に
裁
つ
六
明
の
萬
謄
八
年
順
義
王
俺
誉
の
軍
馬
表
圃
巷
の
尉
眞
心

見
う
と
、
正
に
そ
の
縛
の
蘇
化
蛾
の
東
方
に
白
塔
な
持
つ
糞
玉
響
が
描
か
れ
て
居
り
、
爲
眞
で
、
に
小
さ
く
て
見
え
思
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
鋭
ソ
H
・
℃
。

言
口
冨
。
〈
氏
の
解
観
（
窯
。
〈
o
o
蒔
蔓
蔵
聴
器
岩
骨
三
田
崇
。
薦
巳
げ
ぎ
小
皿
。
。
．
霧
①
彰
◎
巴
♂
、
、
9
器
置
臼
＝
器
岳
窯
貯
》
o
鴨
掛
g
乱
瓢
箪
の
8
く
鐸
a
一
げ
剛
§
菖
蚤
嵩

O
n
誕
9
σ
q
O
冨
昌
・
。
O
ユ
℃
堅
き
O
肺
夢
Φ
陣
ぎ
O
亀
甲
O
身
諺
脇
曙
O
暁
鑑
ぎ
σ
Q
）
　
に
よ
る
と
、
そ
の
古
城
舐
に
ば
「
朧
州
城
」
と
標
爾
し
て
あ
り
、
そ
の
塔

の
上
に
に
「
林
輻
寺
」
と
注
認
し
て
あ
ろ
と
云
ふ
。
今
早
ま
り
子
夫
人
の
英
繹
丈
に
よ
る
と
、
℃
9
旨
δ
9
、
に
こ
の
古
城
駈
た
昂
化
城
東
一
　
十
ウ
ェ
沙
ス

㍗
の
白
塔
爾
に
擬
定
し
て
屠
り
、
互
に
そ
の
謹
隷
と
し
て
左
記
の
如
き
張
鵬
嗣
の
奉
使
俄
羅
斯
行
程
錐
の
｝
節
を
引
用
し
て
み
ろ
〇

　
　
十
・
七
日
、
行
四
十
里
、
膚
慶
土
城
、
周
園
可
五
塁
。
捌
有
浮
屠
、
七
級
、
高
二
十
丈
、
蓮
花
爲
藁
硲
、
人
物
斗
換
、
較
中
國
天
寧
寺
塔
、
更
魏
然
。

　
　
繁
書
萬
巻
華
嚴
臆
面
、
姶
級
而
上
、
可
以
登
頂
。
…
嵌
金
世
宗
時
閲
経
人
姓
氏
、
倶
漢
字
。
翠
章
登
一
一
暦
、
取
剛
麻
経
二
葉
，
横
書
蒙
古
字
、
無
有

　
　
識
潜
、
傍
返
原
露
。
…
…
…

十
七
日
に
凝
嬢
二
十
七
年
五
月
で
、
張
無
心
に
正
に
携
塞
紀
略
の
銭
良
蝿
と
同
時
に
既
庭
に
到
つ
六
の
で
あ
ろ
。
さ
う
し
て
そ
の
斤
目
か
ら
察
す
る
と

こ
れ
こ
そ
即
ち
大
政
…
統
志
の
「
萬
巻
華
骸
経
塔
し
の
紀
事
の
藍
本
ぐ
あ
る
ら
し
い
。
私
が
こ
の
紀
行
た
引
用
し
な
か
つ
六
の
に
確
に
失
槍
で
あ
ろ
が
、

点
し
そ
の
紀
纂
の
内
容
に
明
か
に
綴
塞
紀
略
の
方
が
行
程
錐
よ
り
詳
密
精
確
で
あ
る
。
ポ
氏
に
な
ほ
そ
の
紀
行
「
蒙
古
及
蒙
古
賑
し
第
二
巻
（
邦
翻
東

部
蒙
古
七
六
一
七
頁
）
に
も
白
塔
霜
曇
の
こ
と
た
叙
蓮
し
て
に
る
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
ば
瑚
に
之
な
蟄
州
故
城
と
に
比
蒸
し
て
な
い
。
何
れ
に
し
て

も
、
か
く
し
て
曲
等
の
翻
録
に
よ
っ
て
、
壷
金
噂
代
の
毒
見
天
徳
軍
の
地
が
部
ち
今
の
白
塔
爾
鎭
な
こ
と
ほ
丁
々
聯
盟
ゼ
ら
れ
、
そ
の
自
塔
寺
が
「
大
明

毒
あ
軽
に
、
少
く
と
も
開
末
に
一
暗
に
「
林
編
寺
し
と
穂
ゼ
ら
れ
乗
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
緩
梁
に
ほ
更
に
多
く
他
の
地
名
の
比
定
が
あ
っ

て
、
な
伝
一
二
言
の
辮
明
を
要
す
る
の
で
あ
る
Q

　
先
づ
雲
内
翔
為
今
の
薩
拉
齊
の
西
方
に
置
き
、
夫
徳
軍
令
な
五
原
縣
に
在
り
と
し
表
如
音
に
、
ほ
穿
私
の
推
定
と
岡
様
で
あ
ろ
が
、
そ
の
東
勝
州
故

　
　
　
　
聯
晶
州
天
徳
軍
の
位
置
に
．
つ
い
て
　
　
（
和
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
藻
〕
　
第
二
號
　
　
　
ご
〇
一
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蟄
張
天
徳
軍
の
位
既
に
い
っ
て
　
（
和
国
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
第
十
六
饗
　
第
二
魏
　
　
ご
O
二

城
な
以
て
上
棚
克
托
縣
地
黄
河
東
岸
と
し
六
の
に
徒
に
大
清
一
縫
志
の
説
に
盲
労
し
表
も
の
で
、
繭
蓮
の
明
史
地
理
志
の
紀
述
と
裾
合
匡
な
い
。
況
し

て
官
両
な
以
て
今
の
震
明
朗
旗
の
界
内
に
あ
り
と
し
、
却
っ
て
朔
亭
慮
志
の
所
設
存
駁
し
て
つ
案
嘗
由
在
茂
明
愛
撫
、
登
重
複
野
田
城
東
百
鹸
里
之

理
」
と
論
じ
六
の
に
至
っ
て
に
、
尤
も
甚
し
い
惑
と
謂
ば
な
け
れ
ば
な
ぬ
。
官
山
が
今
の
大
同
擾
外
帯
塊
泉
の
西
方
に
當
る
こ
と
は
、
叙
蓮
の
便
宜

上
稿
た
更
め
て
課
論
ず
る
が
、
そ
の
大
駆
に
本
丈
に
無
い
六
明
逆
地
理
志
や
周
諒
の
上
奏
文
な
ど
か
ら
も
、
略
ぼ
疑
な
い
班
で
あ
ら
う
。
最
後
に
近
刊

の
燕
京
學
報
薄
墨
期
に
載
ぜ
六
「
西
北
科
學
考
査
團
之
工
作
及
其
重
要
獲
現
し
に
よ
る
と
、
元
代
の
浄
亜
門
漕
ほ
鱗
葉
韻
図
翼
旗
の
貝
勒
腹
の
東
北
七

十
支
里
の
一
故
城
か
馨
れ
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
、
な
ほ
注
6
に
雷
及
し
雲
鯛
鮮
の
李
丙
旛
氏
の
在
城
説
ほ
近
刊
の
青
丘
學
叢
第
三
號
に
見
え

て
み
る
Q
（
昭
和
六
年
三
月
二
十
六
日
紬
禰
詑
）
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